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させる手段となった。
〔訳者解題〕
ヘンリー８世治下における修道院解体は本邦ではあまり知られていな
い主題である。以下では，修道院解体にいたるイングランド情勢と修道
院解体の影響を概観し解題にかえたい。
ヘンリー８世が美貌の侍女アン・ブーリンとの結婚を果たすために妻
キャサリンとの婚姻解消を望んだがローマ教皇にいれられず，イングラ
ンド国教会を樹立してその首長となることでローマ・カトリックと袂を
わかったことはよく知られている。
中世において，妻に飽きた主君が婚姻無効を申し立てて再婚におよん
だ例は皆無ではなかった。問題は，ヘンリーが離縁しようとしたキャサ
リンが，カスティーリア女王イサベル２世とアラゴン王フェルナンド２
世の娘であり，当時のヨーロッパ情勢の鍵をにぎっていた神聖ローマ皇
帝カール５世の叔母にあたったことにあった。ヘンリーは，キャサリン
との結婚は，結婚当事キャサリンが処女であったとの仮定に基づいてい
たが，実際にはそうではなかったから無効であると主張し，キャサリン
は，結婚当時，処女であったと言って譲らなかった。ヘンリーは嘘だと
いい，再三教皇側に働きかけていたが，一方のカールは，叔母とヘンリー
の離婚を認めないようクレメンス７世に圧力をかけていた。カールの機
嫌を損ねるかヘンリーを怒らせるか，迷いに迷った教皇は決定をさきの
ばしにする。しかし，1529年，イングランドと戦争関係にあったフラン
スがカールと和平を結んだことでカールの絶対的優位はゆるぎないもの
となり，教皇がヘンリーとカールの叔母のキャサリンの婚姻無効を宣言
する可能性は無に帰した。
難航する交渉に業をにやしたヘンリーの怒りの矛さきは，大法官で
あったウルジーにむかう。ウルジーは突然職をとかれ，トマス・モアが
代役にあたったが，モアは，さらに適役ではなかったため，ヘンリーは
次第に，前任者とは気質の異なるトマス・クロムウェルとクランマーを
重用するようになった。婚姻の無効について「大陸の大学の神学部」に
問い合わせるよう進言したのはクランマーで，この策が功を奏し1530年
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議会に好都合な結論がもたらされる。ヘンリーはイングランドにおける
教皇の十分の一税支払い拒否をちらつかせて婚姻解消の許可をせまった
が，このこころみもむなしいとわかると，1533年１月ヘンリーは，アン・
ブーリンと秘密裏に結婚し，議会に対して，ローマへの上訴を禁止する
法案を通過させるよう迫った。その結果キャサリンとの婚姻は無効，ア
ンとの婚姻が有効とされ，６日後，アン・ブーリンはイングランド女王
として戴冠した。ヘンリーがあせる理由はあった。この時すでにアン・
ブーリンは身ごもっており，３ヶ月後，後のエリザベス１世を産むこと
になる。
対して，教皇側はヘンリー８世の破門により対抗した。これをもって
聖界は大混乱に陥る。一方の議会はクロムウェルの求めに応じて1534年
の春，ローマとの断絶を実現するための幾つかの法案を通過させた。こ
の時通過した法案のひとつが国王を「イングランド教会の地上における
唯一至高の長」であるとする国王至上法と，これを否定する者は反逆者
として死罪とした法律であった。こうしてヘンリーの方針に異論を唱え
た者は容赦なく弾圧されることとなるのである。弾圧のはげしさは先の
大法官であったトマス・モアさえも新しい婚姻は無効でないとの宣言を
拒んだために，反逆罪のかどで1535年首をはねられたほどであった。国
王の方針を不満として拷問にかけられ処刑された修道士も少なくない。
クロムウェルが，宗教上の国王代理という新たに創設されたポストに着
任し，国王の指示が守られているかどうか調査する名目で修道院の立ち
入り調査を行い，実際には財務状況を調べたのはこのような時だった。
こうした経緯をへて1536年には年収200ポンド以下または総勢12名以
下の修道院の閉鎖が命じられ，恩寵の巡礼とよばれる民衆蜂起とその収
束をへて1539年には大規模修道院の閉鎖を命じる法案が議会を通過し
た。
かくして閉鎖された修道院は，850あまりにのぼった。その多くは11.2
世紀の創立であったが，16世紀の解体時に全教区の聖職禄の三分の一，
教会全体の収入の約二分の一を保有し，国土の四分の一をその所領が占
めてていため，修道院解散によって移動した富は，イングランド史上ほ
とんど例をみないほど甚大なものであった。また，人的には，影響は8000
人の修道士，修道参事会士，托鉢修道士とその10倍におよぶ従属民にお
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よぶことになった。
M.オリヴァは，この中から特に修道女に注目して，彼女たちが修道院
を追われた後に国庫から受けた補償を問題にしている。中世に農場経営
の中心であり，文化の中心でもあって潤っていた修道院が解体され，金
銀宝石をちりばめた写本が破壊され，屋根がはぎとられ，といが取り去
られ，鐘がとかされ，建築資材とするため建造物が解体されたことで失
われたものは計り知れないが，年収にして総額150,000ポンドから
200,000ポンドにおよぶ修道院資産のうち，修道士，修道女に年金として
支払われた額はごく一部であった。没収された資産は，戦費によって逼
迫していた国庫をうるおしたのであったが，現金収入に飢えていた国王
はわずか数年のうちに修道院資産を廉価で売却したため，この恩恵にあ
ずかったジェントリや商人は，英華への道を一気に登り詰める。と同時
に，彼らはイングランドにおける宗教改革の強固な支持層となった。修
道院資産の売却によって国王が手中にした富は衣装と教会の備品をのぞ
いて，実に1500,000ポンドに及んだと言う。ヘンリーをヨーロッパで
もっとも富める国王にしてみせると，かつて，忠臣が豪語した言葉もう
そではなかった。イングランドがアルマダ海戦でスペインの無敵艦隊を
やぶり，日の沈まない帝国を築くのもそう遠い日ではないだろう。
修道院廃止にはしかし影の部分もあった。修道院が突然廃止されたこ
とで，修道院に依存して生きていた多くの人々が生きる糧を失ったし，
新しい土地の所有者は，収入の寡多にかかわらず高い地代を要求する傾
向にあった。中世において貧民救済の最大の担い手であった修道院が消
失してしまっていたために，事態は深刻であった。食うに困った人々は
盗みを働くようになったのである。1536年には，はじめて救貧法が成文
化されたが，ヘンリー８世治下には浮浪貧民が生きるために盗みを働く
例が頻発し，7,200人の貧民が死刑に処された。
ヘンリー８世はじめ，チューダー朝の君主は，いずれも金銀宝石きら
びやかな豪華な衣装をまとって肖像画に描かれているが，国王らへの富
の集積は，このように貧しいひとびとの命の犠牲のもとに得られたもの
であったのであり，手放しで礼賛できるものではない。
もともと修道院廃止のような教会改革としては劇薬とも言える手法が
とられたのは，修道士が「教皇の駐屯兵」と看做されていたためにほか
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ならない。しかし，イングランドの宗教改革は，大陸の場合とことなり
１）民衆の支持を得ておこなわれ，２）教区教会については大きな変更
がなかった，と評される。恩寵の巡礼をまねいたとはいえ，まがりなり
にも民衆の支持があったといわれる状況が生まれた背景には，修道院解
散にさきだって，あらかじめ宣伝活動が展開されたことがあずかってい
た。1535年夏にはじまる巡察にさきだち，修道士，修道女を「偽善者」
「呪術師」「怠け者」などの毒々しい言葉で罵倒喧伝する者，修道院があ
るために国土は「収益体質になっていない」と説く説教師，「もし修道院
が解体されたなら，国王が増税にはしることは二度とない」と人々に話
して回る者の三者が役割分担して，修道院批判にかたむく世論を醸成し
ていたのであった。またこの時，直接巡察にあたった者たちが作製した
報告書が残っているが，修道院の解体は，巡察が行われる以前からの既
定路線であった。報告書そのものが，修道院解体を正当化する意図を持っ
て作製されたといわれるゆえんである。
M.オリヴァが，論文冒頭で述べている，修道士，修道女の道徳的退廃
についての叙述とは，そのような文書に基づく歴史叙述の伝統であろう。
大英帝国時代のイングランドの繁栄は，遠くさかのぼってこの時代に築
れたといえようが，もっぱらアルマダ海戦やその後の植民地経営とのか
かわりにおいて論じられる傾向にあり，救貧法の制定のきっかけとなる
貧民の蔓延ももっぱらエンクロージャーとのかかわりにおいて論じられ
る傾向にあった。オリヴァの論考は，修道院解体のごく小さな一面を論
じたにすぎないが，彼女の論文が，さざなみとなって，この世界史上の
盲点ともいえる修道院解体が何であり，どのような影響をおよぼしたか，
思索を深めるうえでのきっかけになれば，と願う。
蛇足であるが，多くの人々を破滅のふちへとおいやったヘンリーは，
幼少期には国王となることを期待されておらず，帝王教育をうけていな
かった。富の集積に成功し，６人の女性をとっかえひっかえ妻にしたヘ
ンリーではあったが，最大多数の最大幸福を実現する為政者としても，
また，家庭人としてもまったく失格であった。国教会を樹立してまで手
にいれたアン・ブーリンであるが，彼女自身は処刑され，ヘンリーの複
雑な婚姻関係に翻弄され幼少期を不安にすごしたその娘エリザベス１世
は，生涯結婚しなかった。
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